
佑
（
渋
川
家
に
茎

の
付
言
に
あ
る
。

天
文
方
は
、
寛
政
や
天
保
の
改
暦
に
あ
た
っ
て
、
西
洋
天
文
学
を
基
礎
に
、

あ
る
い
は
西
洋
天
文
学
書
を
参
考
に
、
行
っ
た
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
現
は
、
寛
政
の
改
暦
の
場
合
に
関
し
て
は
、
留
保

条
件
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
寛
政
の
改
暦
に
つ
い

て
は
、
西
洋
天
文
学
な
い
し
は
西
洋
天
文
学
書
と
い
う
の
は
、
中
国
に
入
っ

た
イ
エ
ズ
ス
会
士
系
の
著
訳
書
ま
た
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
天
文
学
を
指
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
寛
政
の
改
暦
の
特
色
は
、
『
暦
象
考
成
後
編
』
に
説
か

れ
る
ケ
プ
ラ
ー
の
楕
円
軌
道
論
を
日
月
の
運
動
に
適
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
起
源
と
い
う
意
味
で
は
、
西
洋
天
文
学
で
あ
り
、
西

洋
天
文
学
書
で
間
違
い
な
い
。
だ
が
こ
れ
ら
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
手
に
な

る
著
述
で
あ
っ
て
、
蘭
書
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

蘭
書
に
よ
る
西
洋
天
文
学
の
知
識
を
活
用
し
た
改
暦
の
始
ま
り
は
、
天
保

の
改
暦
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
橋
至
時
の
有
名
な
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
の
翻
訳
・
研

究
に
端
を
発
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
文
方
の
蘭
学
事
始
は
、
寛
政
改

暦
前
後
か
ら
天
保
改
暦
へ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
天
文
方
は
い
つ
、
ど
う
い
う
経
緯
を
経
て
蘭
書
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
経
過
を
具
体
的
に
示
す
資
料
は
、
至
時
の
次
男
渋
川
景

佑
（
渋
川
家
に
養
子
に
入
っ
た
）
の
『
新
修
五
星
法
』
巻
１
（
内
閣
文
庫
蔵
）

そ
れ
に
よ
る
と
、
至
時
が
参
照
し
た
蘭
書
と
そ
の
年
代
と
は
次
の
と
お
り

天
文
方
の
蘭
学
事
始

吉
田
忠

で
あ
る
。

寛
政
二
（
ご
ｇ
）
和
蘭
暦
法
（
未
詳
）

六
（
弓
程
）
烏
軒
思
可
勒
（
堅
蒋
蔦
§
鯛
。
静
冨
ミ
ミ
ミ
§
昏
冒
ミ

ミ
專
富
冒
胃
彦
四
も
巳
①
昌
寧
シ
目
鼻
９
Ｑ
騨
冒
》
弓
の
函
Ｉ
『
Ｐ
“

ロ
｝
ロ
．
）

十
二
（
岳
ｇ
）
陪
斯
（
偲
再
風
国
巨
曽
〕
ミ
ミ
ｇ
§
ぎ
ぎ
ミ
§
ミ
ミ
‐

号
斡
ご
鼻
己
ミ
ズ
ミ
鳥
韓
豊
喜
蔦
葛
言
言
ぼ
き
シ
目
胃
⑦
『
‐

Ｑ
秒
引
目
》
〕
『
③
④
ｌ
司
函
）

蒋
爾
丁
（
厚
昌
四
目
目
昌
胃
目
．
国
冒
号
迂
§
、
。
璽
号
式
‐

９
画
隠
司
）
毎
日
吻
房
己
胃
Ｐ
ご
仁
）

魯
羅
佛
Ｃ
Ｏ
冨
昌
国
伊
昌
○
睡
買
、
菖
掲
ミ
、
§
ミ
冒
瞳
ミ
‐

ミ
マ
蟇
弄
§
烏
鴇
画
、
怠
き
ミ
ミ
侭
号
吻
堅
ａ
轟
き
。
彦
弓
ｇ
）

し
か
し
至
時
は
、
寛
政
十
二
年
当
時
は
ま
だ
橋
本
宗
吉
や
前
野
蘭
化
ら
に

蘭
書
を
読
ん
で
も
ら
う
段
階
で
、
本
格
的
に
こ
れ
を
修
得
し
た
の
は
、
ラ
ラ

ン
デ
暦
書
と
取
り
組
ん
だ
享
和
三
年
（
岳
ｇ
）
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ

故
、
天
文
方
の
蘭
学
事
始
は
、
『
解
体
新
書
』
翻
訳
（
弓
忌
）
に
比
べ
る
と
、

約
三
○
年
程
お
く
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
（
な
お
詳
細
は
拙
稿
「
天
文
方

の
蘭
学
事
始
」
『
日
蘭
学
会
会
誌
』
二
巻
二
号
、
一
九
八
七
年
三
月
を
参

照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
）

245 (125）




